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計 画 の 基 本 的 考 え 方 

 

安全で安心な社会を実現させ、高齢者、障害者等を含む全ての人々が、

相互理解と思いやりをもって行動する共生の交通社会の形成を図ること

が必要であり、人命尊重の理念に基づき、究極的には、交通事故のない

社会を目指すべきである。 

本計画は、「交通社会を構成する人間、交通機関及びそれらが活動す

る場としての交通環境という３つの要素について、それら相互の関連を

考慮しながら、交通事故の科学的な調査・分析や、政策評価を充実させ、

可能な限り成果目標を設定した施策を策定し、かつ、これを国民の理解

と協力の下、強力に推進する。」という国における交通安全基本計画の基

本的考えに基づき作成した計画である。 

加えて、本計画は「鞍手町」の交通事故の現状を勘案し、町内の交通

安全対策として重点的に取り組むべき施策の方向を示したものである。 

今後の交通安全対策として、「高齢者及び子どもの安全確保の推進」、

「シートベルト及びチャイルドシート着用の徹底」、「交通安全教育の推

進」、「町民参加・協働型の交通安全活動の推進」の４つを重点施策とし

て掲げた。 

これらの重点施策とともに、道路交通環境の整備等を実施し、交通事

故の減少を目指す。 
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第１章  道路交通の安全 

第１節 道路交通事故のすう勢と交通安全対策の今後の方向 

安全で安心な社会を実現させ、高齢者、障害者等を含む全ての人々

が、相互理解と思いやりをもって行動する共生の交通社会の形成を

図るためには、行政、学校、家庭、職場、団体、企業等が連携を強

化し、また、町民が交通安全に関する各種活動に対して、その計画、

実行、評価の各場面において様々な形で参加し、協働していくこと

が有効である。 

さらに、防犯や防災と併せて地域の安全として考えていくことも、

地域における取組を進める上で有効である。 

１．道路交通事故のすう勢 

（１）道路交通事故の現状 

本町における交通事故発生件数は、平成６年を境に急激に増

加に転じた。その後、平成１８年まで高水準で推移していたが、

現在は減少傾向にある。 

（２）道路交通事故の今後の見通し 

町内の道路交通の今後の見通しは、運転免許保有者数、車両

保有台数は横ばいになると思われるが、鞍手インターチェンジ

の開通、遠賀川架橋による道路交通の量的拡大に加え、少子高

齢化の進行、生活の２４時間化による道路交通の質的変化も進

むものと思われる。 

特に高齢社会の進行により、高齢者の交通事故者数は、一層

憂慮すべき事態になることが懸念される。 

２．道路交通安全対策の今後の方向 

厳しい道路交通事故状況に対処していくためには、今後とも、

町及び関係機関・団体と町民が一体となって、各種施策を積極的

に、かつ、強力に推進していかなければならない。また、今後、

対策を実施していくに当たっては、特に、次の点を重視して対策

を推進する。 

（１）高齢者及び子どもの安全確保の推進 

少子高齢化の進行に伴い、今後とも増加することが懸念され

ている高齢者の交通事故を防止するため、高齢者に対して、加

齢に伴う身体機能の変化が歩行者又は運転者としての交通行動

に及ぼす影響を理解させるとともに、参加・体験・実践型の交

通安全教育を推進するほか、反射材の活用等交通安全用品の普
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及に努め、高齢者への交通安全意識の普及徹底を図る。併せて

高齢者自ら運転免許証を返納した高齢者に対し、タクシー回数

券等を助成し、高齢者による交通事故の防止に努める。 

また、少子化が進行する中で、安心して子どもを生み、育て

ることができる社会を実現するため、防犯も含め、子どもを交

通事故から守る観点から、通学路等における歩道等の歩行空間

の整備に努める。 

（２）シートベルト及びチャイルドシート着用の徹底 

シートベルト及びチャイルドシートの着用効果及び正しい着

用方法についての理解を求め、その徹底を図る。このため、関

係機関・団体との協力のもと、普及啓発活動を展開する。 

（３）交通安全教育の推進 

幼児から成人に至るまでの段階的かつ体系的な交通安全教育

及び、高齢者、身体障害者等に対する適切な交通安全教育を実

施するために、町、警察、学校、関係民間団体、地域及び家庭

が互いに連携を図るとともに、指導者の養成、教材等の充実、

参加・体験・実践型の教育の普及を図る。特に、近年問題とな

っている飲酒運転をしない、させないためには、住民の規範意

識の確立を図る必要がある。 

（４）町民参加型の交通安全活動の推進 

安全で良好なコミュニティの形成を図るため、交通安全総点

検等により、町民参加型の交通安全活動を推進する。 

また、交通安全対策に関する関係機関及び民間団体間の定期

的な連絡協議の場の設置や、交通安全に関する各種情報の集

約・提供体制の整備を図ることにより、関係機関・団体及び町

民が一体となった交通安全活動推進体制を強化する。 

３．第１１次鞍手町交通安全計画における目標 

高水準で推移する交通事故に歯止めをかけ、町内における年間

の交通死亡事故を「ゼロ」とすべく目標に向かって、関係機関・

団体と町民が一体となり、本計画における諸施策を推進すること

により交通事故が減少することを目指すものとする。 
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第２節 講じようとする施策 

１．道路交通環境の整備 

道路交通環境の整備については、警察や道路管理者等の連携に

より、一定の効果は認められる。 

今後は、少子高齢化等の社会情勢の変化に対応し、身近な生活

道路をはじめとして、歩行者と車両が共存する安全で安心な道路

交通環境の整備に努める必要がある。 

（１）道路の新設・改良による交通安全対策の推進 

交通の安全を確保する必要がある道路について、総合的な計

画のもとに交通安全施設等を整備し、安全かつ円滑・快適な交

通環境の確立に努める。 

① 歩行者の安全を図るため、市街地、その他歩行者の多い

地域を中心として歩行者用の道路を整備、また身体障害者

の通行の安全確保のため歩道段差切下げ等の整備に努める。 

② 通勤、通学、買物等日常生活に利用される自転車の通行

を確保するため歩行者道、自転車歩行者道の整備に努める。 

（２）交通安全施設等の整備事業の推進 

交通事故の多発している道路について、交通安全施設等整備

に努める。 

① 自動車交通の安全と円滑を確保するため、交差点改良、

道路標示等の整備・改善の整備に努める。また、夜間の事

故に対処するため、道路照明・視線誘導標等の設置による

夜間事故対策に努める。 

② 児童・幼児の通行の安全を確保するため、歩道等の整備、

押ボタン式信号機、横断歩道の整備等により、通学路、通

園路の整備に努める。 

（３）違法駐車対策 

違法駐車の排除及び自動車の保管場所の確保等に関し、町民

への広報、啓発活動を行なうとともに、関係機関・団体等との

密接な連携を図り、町民の理解と協力を得ながら違法駐車排除

気運の醸成・高揚を図る。 

 

（４）地域住民と一体となった安全な道路交通環境の整備 

安全な道路交通環境の整備に当たっては、道路を利用する人

の視点を生かすことが重要であることから、地域住民や道路利
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用者の参加の下に交通安全施設等の総点検を実施するとともに、

道路利用者等が日常感じている意見を取り入れ、道路交通環境

の整備に反映する。 

（５）その他の道路交通環境の整備 

① 道路使用及び占用の適正化等 

◎道路の使用及び占用の抑制 

工作物の設置、工事等のための道路の使用及び占用の許

可については、道路の構造を保全し、安全かつ円滑な道路

交通を確保するために適正な運用を行うとともに、許可条

件の履行、占用物件等の維持管理の適正化を図る。 

◎不法占用物件等の排除 

道路交通の妨害となる不法占用物件等の防止を図るため

の啓発活動を行う。 

◎道路の掘り返しの規制等 

道路の掘り返しを伴う占有工事については、無秩序な掘

り返しと工事に伴う事故・渋滞を防止するため、施工時期

や施工方法を調整する。 

② 災害に備えた道路交通環境の整備 

◎災害に備えた道路の整備 

地震、豪雨等の災害が発生した場合においても安全で安

心な生活を支える道路交通の確保を図る。信頼性の高い道

路網を確保するため、道路斜面等の防災対策や災害の恐れ

のある区間を回避・代替する道路の整備に努める。 

◎災害発生時における交通規制 

災害発生時は、必要に応じて緊急交通路を確保し、それ

に伴う混乱を最小限に抑えるため、被災地への車両の流入

抑制等の交通規制を迅速かつ的確に実施するよう努める。 

２．交通安全思想の普及徹底 

自他の生命尊重の理念の下に、交通社会の一員としての責任を

自覚し、交通安全意識と交通マナーの向上に努め、相手の立場を

尊重し、他の人々や安全にも貢献できる良き社会人を育成するこ

とを基本方針として、心身の発達段階、道路交通への参加の態様

等に応じた教育機会を確保するとともに、幼児から高齢者に至る

までのライフステージに応じた体系的な交通安全教育の推進及び

家庭学校、職場、地域等で行われる教育相互の有機的な連携を図
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る。また、指導者の養成・確保・教材等の充実を図るとともに、

参加体験型教育の普及に努める。 

（１）階層に応じた交通安全教育の推進 

① 幼児・児童に対する交通安全教育 

幼児・児童に対する交通安全教育は、身近な生活におけ

る交通安全の決まりを理解し、進んで決まりを守り、安全

に行動できる習慣や態度を身につけることを目標とし、保

育園・幼稚園・学校・家庭等の連携を図りながら行う。ま

た、家庭における適切な指導、交通安全についての積極的

な話し合い等が行われるよう広報啓発活動等を推進する。 

② 青少年及び成人に対する交通安全教育 

運転者については、地域・職場等と連携して、歩行者及

び自転車利用者の保護、シートベルト及びヘルメットの正

しい着用の徹底、著しい速度超過、信号無視、飲酒運転等

死亡事故に直結する恐れの高い悪質・危険な運転の防止の

意識の向上を図る。特に、飲酒運転については、「飲んだら

乗らない・乗るなら飲まない・乗る人には飲ませない」の

意識付けを定着させるよう町民の意識高揚を図る。 

③ 高齢者に対する交通安全教育 

高齢化の進行に伴い、交通事故に占める高齢者の割合が

高くなり、特に夜間の歩行中又は二輪車乗車中や自動車運

転中の誤操作による事故が増加している。これらの交通事

故を防ぐため、老人クラブ等関係団体と連携して高齢者交

通安全教室や高齢者対象の自動車運転教室等を開催すると

ともに、歩行中の反射材の活用等交通安全用品の普及に努

める。 

（２）交通安全に関する普及啓発活動の推進 

① 交通安全町民運動の推進 

町民一人ひとりに交通安全思想の普及徹底を図り、交通

ルールの遵守と正しい交通マナーを習慣付けるため、町・

警察・交通安全協会を中心とした交通安全運動を展開する。 

◎交通情勢に即した交通安全運動の重点事項の設定 

◎町民参加型の交通安全運動の充実・発展 

② シートベルト及びチャイルドシートの正しい着用の徹底 

シートベルト及びチャイルドシートの着用効果及び正し
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い着用方法についての理解を求め、正しい着用の徹底を図

る。あわせてすべての座席におけるシートベルトの着用推

進を図る。このため、関係機関・団体協力の下、普及啓発

活動を実施する。特にチャイルドシートについては、幼稚

園・保育所と連携した保護者に対する効果的な広報啓発・

指導に努め、正しい使用の徹底を図る。 

③ 交通安全に関する広報の推進 

広報紙等を積極的に利用し、家庭へのきめ細やかな広報

の充実に努める。 

④ その他の普及啓発活動の推進 

◎高齢者交通安全マークの積極的な普及・活用の推進 

◎薄暮時から夜間にかけての交通事故危険性の周知、灯火

点灯・反射材取付けの推進 

◎自転車利用者の交通マナー向上の啓発広報の推進 

（３）交通安全に関する民間団体等の主体的活動の推進等 

地域に根づいた交通安全活動を推進し、自主的な交通安全活

動の展開を図るためには、行政主体の活動だけでなく、地域民

間組織、事業所等における交通安全活動の充実が必要である。 

これら地域民間組織、事業所等における交通安全活動の役割

の重要性を認識し、これらの団体が行う交通安全活動に必要な

資料の提供、広報の支援等、活動が効果的かつ積極的に行われ

るよう交通安全運動等の機会を利用して働きかけを行う。 

３．安全運転の確保 

安全運転を確保するためには、運転者の能力や資質の向上を図

ることが必要であり、このため、運転者のみならず、これから運

転免許を取得しようとする者までを含めた交通安全教育等の充実

に努める。特に、今後大幅に増加することが予想される高齢運転

者に対する教育等の充実を図る。 

４．自転車の安全性の確保 

自転車の安全な利用を確保し、自転車事故の防止を図るため、

自転車利用者に対し、定期的に点検整備や正しい利用方法等の指

導を受ける気運を醸成するとともに、近年、対歩行者との事故等

自転車の利用者が加害者となる事故が増加傾向にあることにかん

がみ、被害者の救済の十全を図るため、損害賠償責任保険等への

加入を促進する。さらに、夜間における交通事故の防止を図るた
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め、灯火の取付けの徹底と反射器材等の普及促進を図り、自転車

の被視認性の向上を図る。 

５．道路交通秩序の維持 

（１）暴走族対策の強化 

暴走族による各種不法事案を未然に防止し、交通秩序を確保

するとともに青少年の健全な育成に資するため、関係機関・団

体が連携し、暴走族対策を強力に推進する。 

① 暴走族根絶気運の高揚及び家庭、学校等における青少年

の指導の充実 

暴走族根絶の気運を高め、暴走族を許さない社会環境を

作るため、家庭、学校、職場、地域等における青少年に対

する適切な指導の実施等を推進する。 

② 暴走行為をさせないための環境づくり 

暴走族のい集・走行場所として利用されやすい施設等の

管理の改善を図り、暴走族をい集・走行させないための環

境づくりを推進するとともに、地域における関係機関・団

体が協力し、暴走行為ができない道路環境づくりに努める。 

（２）飲酒運転撲滅対策の強化 

重大な死亡事故にもつながる飲酒運転を未然に防止し、交通

秩序を確保するため、関係機関・団体が連携し、飲酒運転撲滅

対策を推進する。 

① 飲酒運転撲滅機運の高揚 

飲酒運転撲滅の気運を高め、飲酒運転を許さない社会環

境を作るため、広報紙等を積極的に活用し、飲酒運転の危

険性等についての周知を図る。 

② 飲酒運転をさせないための環境づくり 

関係機関・団体が中心となり、飲酒運転撲滅の気運を高

めるような掲示物等の掲示を推進するとともに、事業所・

店舗等の協力も得ながら、飲酒運転ができない環境づくり

に努める。 

６．損害賠償の請求についての援助等 

県が設置する交通事故相談所において各種の広報を行うほか、

広報紙等の活用により交通事故相談活動の周知を図り、交通事故

当事者に対し広く相談の機会を提供する。 
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第２章  踏切道における交通の安全 

第１節 踏切事故のない社会を目指して 

踏切事故は、長期的には減少傾向にある。しかし、一方では、踏

切事故は鉄道運転事故の約４割を占め、また、改良をすべき踏切道

がなお残されている状態である。こうした状況を踏まえ、引き続き、

踏切事故防止対策を総合的かつ積極的に推進することにより踏切事

故のない社会を目指す。 

 

第２節 踏切道における交通の安全についての対策 

１．今後の踏切道における交通安全対策を考える視点 

踏切道の構造の改良、踏切保安設備の整備を実施すべき踏切道

が残されているのが現状である。それぞれの踏切の状況を勘案し

つつ、より効果的な対策を総合的に推進するよう努める。 

２．講じようとする施策（踏切道の構造改良の推進） 

自動車の通行を認める踏切道のうち、踏切幅員が接続する道路

の幅員よりも狭いもの、踏切道の歩道が狭いものや舗装が悪いも

の等については、歩行者安全対策のための構造改良に努めるもの

とする。 
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鞍手町における交通事故発生件数 

 発生件数 負傷者数 死者数 備  考 

昭和５１年 ９３ １２１ ４  

  ５２年 ７６ ９８ ２  

  ５３年 ６３ ８４ ３  

  ５４年 ６６ ９０ ０  

  ５５年 ９３ １１８ ３  

  ５６年 ８５ １０６ ３  

  ５７年 ６４ ８１ １  

  ５８年 ８６ １０６ ３  

  ５９年 ７９ １０１ １  

  ６０年 １１０ １４６ ０  

  ６１年 １０８ １２９ ２  

  ６２年 ８３ ８９ ２  

  ６３年 ８３ ９４ ２  

平成 元年 ９５ １０７ ２  

   ２年 ８３ ９３ １  

   ３年 ８５ ９６ ３  

   ４年 ６８ ８２ ３  

   ５年 ７５ ８４ ８  

   ６年 １１７ １３７ ２  

   ７年 １２２ １４２ ０  

   ８年 １２７ １４７ ４  

   ９年 １３１ １６１ ２  

  １０年 １３２ １７５ ３  

  １１年 １４２ １７０ ２  

  １２年 １４１ １８０ １  

  １３年 １３９ １７３ ２  

  １４年 １３１ １６４ １  

  １５年 １３３ １５７ ３  

  １６年 １３６ １８８ ０  

  １７年 １２５ １５７ ３  

１８年 １４０ １８３ ３  
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 発生件数 負傷者数 死者数 備  考 

平成１９年 ８９ １２８ ０  

２０年 １０２ １４１ ０  

  ２１年 ８７ １１３ １  

  ２２年 ９６ １３９ ０  

  ２３年 ９１ １１１ １  

  ２４年 ７９ １１２ １  

  ２５年 ９２ １１９ ０  

  ２６年 １０６ １４３ １  

  ２７年 １０１ １２９ １  

２８年 ７４ ９９ １  

２９年 ８８ １１３ １  

３０年 ８７ １１０ ２  

令和元年 ６７ ８８ ０  

２年 ５８ ７３ ０  

   ３年 ６７ ８６ ０  

※福岡県警察本部交通企画課資料  

死者数は、事故発生２４時間以内の死者数  

 

 


